授業用の電子メールアドレス
（１）通常使用しているものとは別に電子メールアドレスを作成する。

（２）相当に大きな容量が必要である。

　１学年９クラスを担当するのであれば

　　１学年×９クラス×４０人×送信ファイル容量

　ファイル容量が50k／個であれば1,800kbyteの容量が必要である。

　画像などの入った文書であればさらに容量は増える。

　2Gbyte程度の容量があれば，相当大きなファイルが送られてきても受けることができる。

（３）電子メール送受信の応答が速いアドレスが必要である。

　１対４０でやり取りを行う可能性があるため，電子メール送受信の応答が速いアドレスが必要である。生徒と同じプロバイダに授業用のアドレスを作成すれば，速い応答が期待できる。

